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《
施
政
方
針
の
要
旨
》

百
年
に
一
度
と
い
わ
れ
た
世
界
的
な

経
済
不
況
か
ら
２
年
半
が
経
過
し

ま
し
た
。
政
府
の
見
解
で
は
、「
新
成
長

戦
略
」
の
本
格
実
施
な
ど
を
通
じ
て
景
気

は
持
ち
直
し
、
経
済
成
長
の
好
循
環
に
向

け
た
動
き
が
進
む
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊　

＊　

＊

　

我
が
国
は
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、ま
た
、

２
０
０
４
年
を
ピ
ー
ク
に
人
口
が
減
少
に

転
じ
ま
し
た
。
人
口
減
少
・
人
口
構
造
の

変
化
に
よ
る
生
産
年
齢
人
口
比
率
の
低
下

は
、
国
内
産
業
の
海
外
流
出
な
ど
経
済
の

将
来
に
影
を
落
と
す
だ
け
で
な
く
、年
金
、

医
療
、
介
護
な
ど
社
会
保
障
費
の
増
加
要

因
に
な
り
、
基
礎
自
治
体
に
と
っ
て
も
将

来
に
わ
た
り
財
政
負
担
を
強
い
ら
れ
る
も

の
と
な
り
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
昨
年
６
月
に
「
地
域

主
権
戦
略
大
綱
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
地
方
公
共
団
体
や
地
方
議
会
に
求
め

ら
れ
る
判
断
と
責
任
は
極
め
て
重
要
な
も

の
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
地
方
公

共
団
体
の
基
本
構
造
や
議
会
制
度
な
ど
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
検
討
が
進
め
ら
れ

ま
す
。

＊　

＊　

＊

　

大
村
知
事
の
「
東
三
河
県
庁
」
構
想
は
、

県
政
の
西
高
東
低
を
是
正
し
、
東
三
河
に

目
を
向
け
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
大
い
に

期
待
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
財
源
面
で

の
対
応
や
具
体
的
な
内
容
な
ど
不
透
明
な

部
分
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
の
動
き

を
注
意
深
く
見
守
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
東
三
河
地
域
の
発
展
の

た
め
、
関
係
自
治
体
や
団
体
と
連
携
し
な

が
ら
、
国
・
県
に
対
し
積
極
的
な
提
案
・

提
言
を
し
て
い
く
必
要
性
も
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

田
原
市
総
合
計
画
は
、
策
定
後
４
年
が

経
過
し
、
策
定
当
時
と
現
在
で
は
そ
の
背

景
が
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。
平
成

23
年
度
は
、
基
本
計
画
の
中
間
年
度
に
あ

た
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
と
の
協
働

体
制
を
築
き
な
が
ら
、
２
年
間
で
計
画
の

見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

＊　

＊　

＊

　

私
は
、
就
任
以
来
「
市
民
参
加
・
協
働
」

と
「
広
域
連
携
」
の
必
要
性
を
申
し
上
げ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
市
に
お
き
ま
し
て

は
、平
成
20
年
３
月
に
、他
に
先
駆
け
「
市

民
協
働
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
、

「
地
域
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
」
を
促
進

す
る
な
ど
地
域
の
自
主
的
な
活
動
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
23
年
度
都
市

経
営
方
針
で
は
「
市
民
協
働
と
広
域
連
携

の
定
着
・
拡
大
」
を
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス

と
し
て
位
置
付
け
ま
し
た
。

＊　

＊　

＊

　

平
成
23
年
度
予
算
の
重
点
施
策
と
し

て
、
1
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
2
教

育
と
子
育
て
支
援
3
高
齢
者
対
策
等
4
産

業
の
振
興
と
都
市
基
盤
の
整
備
を
位
置
付

け
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

３
月
２
日
（
水
）
に
開
会
し
た
「
田
原
市
議
会
第
１
回
定
例
会
」
の
冒
頭
、
鈴
木
克

幸
田
原
市
長
は
、
平
成
23
年
度
の
市
政
運
営
を
明
ら
か
に
す
る
施
政
方
針
を
説
明
し
ま

し
た
。
ま
た
、
同
定
例
会
で
は
、
平
成
23
年
度
予
算
案
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
施
政
方
針
の
要
旨
と
、
新
年
度
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

❖
施
政
方
針
の
全
文
は
、
田
原
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

 http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/
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《
予
算
の
概
要
》

市
税
収
入
の
大
幅
な
増
加
が
期
待
で
き
な
い
中
、
福

祉
・
医
療
・
教
育
な
ど
市
民
生
活
に
直
結
す
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
は
、
維
持
・
拡
充
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
雇
用
対
策
な
ど
す
み
や
か
に
対
応
す
べ
き

課
題
、
産
業
振
興
な
ど
将
来
に
向
け
た
施
策
に
も
的
確
に

対
処
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

新
年
度
予
算
で
は
、
経
費
の
見
直
し
に
よ
る
歳
出
削
減

を
図
る
一
方
で
、「
う
る
お
い
と
活
力
の
あ
る
ガ
ー
デ
ン

シ
テ
ィ
」
実
現
に
向
け
た
予
算
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
本
市
独
自
の
安
心
施
策
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
大
型
事
業
を
着
実
に
進
め
、
地
域
の

活
力
を
生
み
出
す
取
り
組
み
を
展
開
す
る「
市
民
の
安
心
・

地
域
の
活
性
化
」
予
算
と
し
ま
し
た
。　

▼
財
政
課
☎
23
局
３
５
９
１

区分 予算額 対前年度伸率

◦一般会計 273 億 2000 万円 0.3％
◦特別会計 139 億 4222 万円 3.1％

内　

訳

給食センター給食費 3 億　665 万円 △　1.1％
老人保健医療 0 万円 皆減
国民健康保険 71 億 4335 万円 3.5％
公共下水道事業 12 億 8990 万円 △   5.1％
農業集落排水事業 9 億 4576 万円 △   3.3％
田原福祉専門学校 1 億 1787 万円 1.5％
介護保険 34 億 9137 万円 8.6％
中心市街地商業等活性化事業 3487 万円 17.9％
後期高齢者医療 6 億 1241 万円 1.4％

◦水道事業会計 16 億 9360 万円 0.5％
合計 429 億 5582 万円 1.2％

税目名 予算額 対前年度伸率

◦市民税 38 億 9973 万円 8.1％

内 

訳
個人市民税 33 億 4300 万円 1.1％
法人市民税 5 億 5673 万円 84.3％

◦固定資産税 84 億 1258 万円 6.5％

内　

訳

土地 20 億 3000 万円 △　2.4％
家屋 26 億 9800 万円 10.3％
償却資産 36 億 5700 万円 9.2％
滞納繰越分 2000 万円 0.0％
交付金 758 万円 1.1％

◦軽自動車税 1 億 5000 万円 0.7％
◦市たばこ税 3 億 2800 万円 △　7.9％
◦鉱産税 10 万円 0.0％
◦特別土地保有税 0 万円 0.0％
◦都市計画税 5 億 6200 万円 5.6％

合計 133 億 5242 万円 6.4％

❖会計別予算 ❖市税の内訳

市税

繰入金市債

国庫支出金

県支出金

地方消費税交付金

繰越金

133億5242万円

27億8461万円22億9800万円

22億1165万円

13億3662万円

6億円

7億円

48.9%

10.2%8.4%

8.1%

地方交付税
19億1142万円
7.0%

4.9%

2.2%
2.6%

6.0%その他 
16億7026万円

地方譲与税
4億5500万円
1.7%

273億2000万円
100％

歳入
合計

公債費

民生費

総務費

商工費

消防費

教育費

衛生費

土木費

その他農林水産費

73億5526万円

32億5176万円

31億5351万円31億1963万円

24億7452万円

21億8989万円

22億4163万円

3億8007万円15億2943万円

16億2425万円 26.9%

11.9%

11.5%11.4%

9.1%

8.0%

8.2%

1.4%5.6%

6.0%

273億2000万円
100％

歳出
合計

❖一般会計の内訳

※グラフおよび表中の予算額は１万円未満が切り捨ててあるた
め、合計額とは一致しない場合があります。

平成23年度

田原市のまちづくり
❖全会計

一般会計

給食センター給食費
国民健康保険

農業集落排水事業

田原福祉専門学校

介護保険

273億2000万円

3億665万円71億4335万円

9億4576万円

公共下水道事業
12億8990万円

水道事業会計
16億9360万円

後期高齢者医療
6億1241万円

一般
会計

特別
会計

中心市街地商業等活性化事業
3487万円

34億9137万円

1億1787万円
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「市民の安心・地域の活性化」予算

・雇用や生活の不安への対応

緊急雇用創出など、市民の雇用や生活への不安に
対応する事業を推進します。

中小企業支援
　 商工金融利子補給など ................ １億１１６２万円
 　利子１．５％補助継続など

❖当面取り組むべき課題

2 教育と子育て対策
　 ふるさと学習宿泊体験 ...........................３７０万円
　小学５年生、２泊３日
　 福江中学校整備 .................................. ２１３４万円
　武道場建設工事実施設計
　 放課後子ども教室 ...............................１８３９万円
　６教室
　 子宮頸がん、ヒブ、小児用肺炎球菌予防接種 .........　
　全額公費負担　　　　　　　 　 　　９７５７万円
　 子ども医療 ...................................２億５８１９万円
　中学３年生まで医療費無料など
　 「赤ちゃんのえき」の指定 ...........................２６万円
　授乳・おむつ交換可能施設の周知など

※子宮頸がん予防接種については、急速な接種希望者増加に伴う
ワクチン不足のため、全国的に製薬会社からのワクチン供給が一
時停止されています。また、ヒブ・小児用肺炎球菌予防接種につ
いては、ワクチン同時接種後の国内での死亡事例報告がありまし
た。因果関係は不明とされ、厚生労働省にて調査を実施中のため、
念のため接種を一時中止しています。（平成 23 年３月 25 日現在）

市民の安心・地域の活性化
平成23年度 主要事業

◦より子育てしやすいまちに

～日本一住みやすいまちを目指して～

続

新

続

新

充

新

続

1 協働のまちづくりの推進
　 地域コミュニティ振興 ........................... ２０１万円
　 地域コミュニティ連合組織運営支援など
　 コミュニティ活動支援 ................... １億９５４万円
　 協働助成金：校区コミュニティ・自治会への市　
　 　依頼業務経費および団体運営経費を助成
　 地域づくり活動推進交付金：校区コミュニティ　
　 　地域活動経費を交付
新

充

新

引き続き中期的な財政見通しに基づいた健全な
財政運営に努めます。市民生活に直結する福

祉・医療・教育などの行政サービスを維持しながら、
日本一住みやすいまちを目指すため、総合計画の政
策・施策に沿い、各分野で必要とされる事業を立案
し、選択と集中による予算編成を行いました。
　ここでは、主な事業と予算額をご紹介します。

▼財政課☎23局3591

※金額は１万円未満切り捨て

　＝新規事業　　　＝拡充事業
　＝継続事業
新 充
続

項目
記号

緊急雇用創出
　 緊急雇用創出 ...................................... ７３５２万円
 　失業者雇用事業の継続、田原市地域職業相談所運営

公共事業を活用した地域企業への支援
　 道路管理の充実 ...........................２億１６２７万円
 　維持管理費用の拡充、地域企業の受注機会確保

❖継続して取り組むべき地域課題

充

続

協働のまちづくり、子育て・高齢者支援や地域医
療の充実など、市民生活に直結する事業を、行

政サービスの質を後退させず、充実を図ります。

※
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❖将来への備え

農業経営の活性化
　 農業アイディア支援 ................................３００万円
　 新技術導入等事業、補助率２分の１
　 地域農業振興事業補助 ............................２０７万円
　 キャベツ播種プラント整備３基、補助率３分の１
　 環境保全型農業直接支払交付金 .............１４０万円
　 環境保全型農業者へ 10 アールあたり４０００円
　 産地ブランド化支援 ................................５５１万円
　 農畜産物消費宣伝など

農業の担い手育成支援補助
　 農業担い手育成支援補助 ........................３００万円
　 後継者づくり事業、補助率２分の１（上限額 30 万円）

企業立地誘導および活動支援
　 企業立地誘導・活動支援 .........１７億６４５４万円
　 立地企業の固定資産税相当額を３年間補助（13 社）

1 産業の振興

まちの活力を維持し、さらに発展させる取り組み
として、日本一の農業をはじめとする産業や観

光を推進します。

2 都市基盤の整備

計画的な街並み空間を形成し、都市機能の向上を
図るまちづくりを推進します。

田原駅周辺の整備
　 田原駅周辺整備 ........................... ４億３３９３万円
　 道路、駅前広場など

集落環境の整備
　 集落環境整備 ................................１億１３６２万円
　 大久保、大草・高松、東部、笠山

福江地区まちづくり
　 福江地区まちづくり ................................１５０万円
　 公園等整備計画の作成

5 エコ・ガーデンシティ関連事業
　 新エネルギー導入支援 ........................３０４５万円
　 太陽光発電、低公害車購入補助
　 一般家庭廃食用油回収 ...............................９２万円
　 回収した廃食用油をバイオディーゼル燃料に

3 高齢者対策など
　 成人検診 ........................................１億１８１１万円
　 がん検診（胃、肺、大腸、前立腺、子宮、乳）無料など
　 肺炎球菌ワクチン予防接種補助 .................８８万円
　 70 歳以上が対象
　 住宅リフォーム ....................................１０００万円
　 高齢者世帯、補助率２分の１（上限額 20 万円）
　 地域密着型サービス施設整備補助 .....４９９４万円
　 認知症グループホーム・デイサービス施設

続

新

続

続

充

新

続

新

新

続

新

続

観光団体活動支援
　 観光団体活動支援 ...............................５３００万円
　 新田原市観光協会設立・運営支援
充

続  

続

新

4 地域医療体制の充実
　 公的病院運営支援 ................................８２９４万円
　 救急医療施設運営補助など
　 医師確保修学資金等貸与 .....................１４００万円
　 貸与者５名（新規２名）
　 公的病院高度医療機器整備支援 .....................１億円
　 Ｘ線撮影システム、麻酔記録システムなど

充

続

続

◦安心して生活できる医療体制を整備

観光の推進
　 観光推進 ............................................... ２９４３万円
　 魅力発掘・創造、鳥羽伊良湖航路利用促進など

伊良湖周辺の整備
　 伊良湖周辺整備 ...................................５６８０万円
　 伊良湖港緑地整備など

充

続

◦基幹産業である農業などを支援

◦事業者・団体・市民・行政が一体となり観光を推進

│ 5 │　　　　　　　　　　平成23 年4月1日



『
う
る
お
い
と
活
力
の

あ
る
ガ

ー
デ
ン
シ
テ
ィ
』の
実
現
を
目
指
し
、総
合

計
画
の
第
５
期
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。

▼
政
策
推
進
課
☎
23
局
３
５
０
７

　

今
回
の
計
画
は
、「
行
政
改
革
」「
経
営
資

源
の
状
況
」な
ど
、今
後
の
事
業
実
施
に
あ

た
り
、配
慮
す
べ
き
視
点
を
整
理
し
ま
し

た
。

❖
行
政
改
革

　

市
民
が
主
役
と
な
り
、積
極
的
に
行
政

運
営
に
参
加
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
と
、

多
様
な
連
携
を
活
用
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、平
成
22

年
３
月
に
第
２
次
行
政
改
革
大
綱
を
策
定

し
、改
革
項
目
ご
と
の
実
行
計
画
に
基
づ

き
、改
革
を
具
体
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、第
１
次
行
政
改
革
大
綱（
平
成
17

年
度
～
平
成
21
年
度
）の
期
間
を
含
め
た

改
革
の
効
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

❖
経
営
資
源
の
状
況

　

財
政
状
況
は
、地
方
税
収
入
が
引
き
続
き

低
調
で
推
移
し
、厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
職
員

数
は
着
実
に
削
減
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、今
後
は
多
く
の
公
共
施
設
の
改

修
時
期
を
迎
え
ま
す
の
で
、こ
れ
ら
の
施

設
等
の
改
修
を
計
画
的
に
行
い
、平
準
化

を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

計
画
策
定
の
前
提
と
な
る
項
目
を
ふ
ま

え
、第
５
期
実
施
計
画
を
次
の
と
お
り
定

め
ま
し
た
。

❖
中
期
財
政
計
画

　

事
務
事
業
を
選
択
す
る
際
の
基
礎
と
な

る
、３
か
年
の
一
般
会
計
歳
入
歳
出
お
よ

び
主
要
財
政
指
標
の
見
込
み
で
す
。

︽
歳
入
︾

　

地
方
税
は
、平
成
23
年
度
以
降
、横
ば
い

で
推
移
し
、地
方
債
は
拡
大
す
る
見
込
み

で
す
。

︽
歳
出
︾

　

義
務
的
経
費
は
、扶
助
費
の
増
加
に
よ

り
徐
々
に
拡
大
す
る
見
込
み
で
す
。

　

ま
た
、投
資
的
経
費
は
、平
成
23
・
24
年

度
は
30
億
円
台
で
推
移
し
ま
す
が
、平
成

25
年
度
は
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、拡
大
し
ま
す
。

田
原
市
総
合
計
画
︵
第
５
期
実
施
計
画
︶

計
画
の
前
提

計
画
の
概
要

※
実
施
計
画
と
は
、基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
方
針
に
沿
っ
て
各
分
野
の
施
策

を
推
進
す
る
た
め
に
、向
こ
う
３
年
間︵
平
成
23
～
25
年
度
︶で
実
施
す
る

事
業
内
容
を
整
理
す
る
も
の
で
す
。

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25

■地方債

■地方交付税など

■その他

■地方税

自
主
財
源

依
存
財
源

0

50

100

150

200

250

300

350
（億円）

273
268

285

《一般会計歳入》

自
主
財
源

依
存
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

自
主
財
源

依
存
財
源

0

50

100

150

200

250

300

350
（億円）

Ｈ２3 Ｈ24 Ｈ25

■普通建設事業費

■他会計繰出金

■補助費・積立・
　出資など

■物件費・
　維持補修費

■公債費

■扶助費

■人件費

そ
の
他
経
費

義
務
的
経
費

投
資
的
経
費

273 268
285

そ
の
他
経
費

義
務
的
経
費

投
資
的
経
費

《一般会計歳出》

そ
の
他
経
費

義
務
的
経
費

投
資
的
経
費

そ
の
他
経
費

義
務
的
経
費

投
資
的
経
費

※
用
語
解
説
は
７
ペ
ー
ジ
の
下
段
に
あ
り
ま
す
。

項目 内容・効果

人件費の縮減
運営体制の見直しによる職員数の削減と各種手当の見直し

【一般職：828 人（H17.4.1）→ 731 人（H22.4.1）▲ 97 人】
◎削減効果：18億886万円（５か年までの累積効果）

自動販売機設置に
関する入札実施

平成 22 年度に 35 箇所を入札
◎財産収入：落札額 3202 万円（３年分）

項目 内容・効果（見込み）

人件費の縮減 定員適正化計画の推進など、さらなる人件費の縮減を図ります。
◎削減効果：23億7500万円（平成27年度決算までの累積効果）

公有財産の有効活用 未利用財産や空きスペースの有効活用（売却・貸付など）により、財
産収入を得るとともに、維持管理費などの削減を図ります。

■これまでの主な取り組み

■今後の主な取り組み

平成23 年4月1日 　  　　　　　　　　│ 6 │



施　策
総合戦略分野
　環境共生　国際化　安心安全　人づくり　参加と協働　都市経営
コミュニティ分野
　地域コミュニティ　分野コミュニティ　自主防災　地域防犯
　交通安全　男女共同参画
福祉分野
　健康づくり　医療　地域福祉　児童福祉　障害者福祉　高齢者福祉
　社会保障
産業経済分野
　農業　水産業　工業　商業　観光　労働対策　消費対策
都市環境分野
　交通基盤　港湾　河川・排水路　海岸　市街地　集落地域　
　居住環境　上下水道　環境保全　衛生対策　資源循環　自然環境　
　緑と景観
教育文化分野
　学校教育　生涯学習　スポーツ　芸術文化　文化財
その他

　３か年に実施する事業の施策体系別の予定事業費を示します。
　金額は、一般会計と特別会計の予定事業費の単純合計です。

財政指標見込 H22 H23 H24 H25

基金残高（財政調整基金） 60 億円 43 億円 35 億円 28 億円

地方債残高（一般会計） 284 億円 279 億円 281 億円 296 億円

公債費比率（単年度） 8.2 ％ 8.2％ 9.5％ 9.3％

自主財源比率 65％ 66％ 61％ 58％

財政力指数（単年度） 0.93 0.93 0.94 0.94

❖主要財政指標

❖分野別の経費予定額

用
語
解
説

❖機構体制

　行政課題・市民ニーズに即した施策の推進および職員定数の適正
化を実現するため、平成21年度に実施した機構改革およびグループ制
の定着と改善に努め、組織の業務執行能力の向上を図ります。

❖義務的経費
　［人件費］　職員の給与など
　［扶助費］　生活困窮者や高齢者、児童、心身障害者などの支援施策に要する経費
　［公債費］　地方債など借入金の元利償還金

❖その他経費
　［物件費］　旅費、需用費、役務費、備品購入費、委託料など
　［維持補修費］　公共施設などの維持に要する経費
　［補助費］　各種団体への補助金、負担金、税還付金など
　［他会計繰出金］　国民健康保険や介護保険、公共下水道事業特別会計などへの繰出金

❖投資的経費
　［普通建設事業費］　道路、橋りょう、学校、公園など各種社会資本の新増設事業に要する経費

　❖主要財政指標の用語解説
　   ［財政調整基金］　予期せぬ収入減や支出増など、年度間の不均衝調整のための積立金
   　［公債費比率］　　財政の健全度を示す指標。10％を超えないことが望ましい
　　　　　　　　　　とされている
　　［自主財源比率］　歳入全体に対する、税などの自主財源が占める割合
　　［財政力指数］　　財政基盤の強弱を示し、需要に対し収入が多い場合1.0を超える

▲地産地消による食育が推進されている学校給食（写真は神戸小）

Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25

■その他

■教育文化

■都市環境

■産業経済

■福祉

■コミュニティ

■総合戦略

0

（億円）

430 429
442

《分野別経費の想定》

５0

１０0

１５0

２０0

２５0

３00

３５0

４00

４５0

５00
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防
災
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
・
ご
意
見
は

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８　
　

 saigai@
city.tahara.aichi.jp

家
族
で
確
か
め
よ
う
！

「
も
し
も
」の
と
き
の
行
動

３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
ご
ろ
、

太
平
洋
三
陸
沖
で
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
は
、マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９・
０
、

最
大
震
度
７
と
い
う
観
測
史
上
世
界
で
４
番
目
の
巨
大
地
震
で
し
た
。
地
震
に
伴
い

発
生
し
た
大
津
波
は
、
多
く
の
人
命
と
財
産
、
そ
し
て
い
く
つ
も
の
街
を
一
瞬
に
し

て
破
壊
し
、
想
像
を
絶
す
る
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
方
に
も
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
、
市
で
は
、
自
主
防
災
会
や
消
防
団
と
連

携
し
て
警
戒
に
あ
た
り
ま
し
た
。
同
日
午
後
5
時
32
分
に
は
、
田
原
市
で
も
最
大
で

１
ｍ
60
㎝
の
津
波
を
観
測
（
赤
羽
根
漁
港
）
し
ま
し
た
。
幸
い
負
傷
者
な
ど
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
赤
羽
根
漁
港
で
漁
船
が
転
覆
す
る
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
て
い
く
と
同
時
に
、

こ
の
地
域
の
防
災
に
つ
い
て
よ
り
一
層
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
発
生
が
心

配
さ
れ
る
東
海
・
東
南
海
地
震
が
連
動
し
た
場
合
は
、
太
平
洋
岸
で
大
き
な
津
波
の

発
生
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
も
し
も
」
の
と
き
に
備
え
、
ま
ず
は
、
地
震
発
生
時
や
津
波
が
心
配
さ
れ
る
と

き
の
行
動
や
避
難
方
法
に
つ
い
て
、
地
域
や
ご
家
庭
で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

地震が起きたら
　大きな地震では激しい揺れが１～２分続きます。次の
項目を覚え、落ち着いて行動できるようにしましょう。
1 身の安全を確保

家具から離れ、揺れが収まるまで
丈夫な机の下などに身を隠す

2 すばやく火の始末
揺れがおさまったら、ガス栓を閉
める。火災が起こってもあわてず
初期消火を。火が大きい場合は逃げる

3 ガラスの破片に注意
割れたガラスや食器でケガをしないよう、靴やスリッパを
用意する

4 出口の確保
ドアが開かないこともあるため、出口を確保しておく

5 あわてて飛び出さない
窓ガラスや瓦が落下することも。外に出るときは注意を

6 隣近所と声をかけ合って
家族の安全が確認できたら、隣近所の安否確認を

7 正しい情報を
デマやうわさに惑わされず、ラジオなどから正しい情報を

津波に対する心構え
　津波警報などが発令されたときの行動を、普段
から確認しておきましょう。
1 情報の伝達

津波警報・注意報は、テレビやラジオのほか、防災
行政無線などで伝達されます。また、市内の海岸に
は、赤色回転灯付の防災行政無線を設置しています。

2 警報・注意報が発令されたときの行動
◦海岸にいる人は、いち早く近くの高台に避難する
◦注意報でも、海岸や河川には近づかない
◦津波は繰り返し来るので、警報・注意報が解除さ
れるまでは海岸や河川に近づかない

3 生死を分ける自主避難
◦海岸沿いの低地などにお住まいの方は、すぐに近
くの高台へ自主的に避難する

4 避難指示・避難勧告
◦市役所職員、消防職員、警察官、自主防災会、消
防団などから避難の指示があったら必ず従う
◦避難の際はなるべく徒歩で（車は渋滞の原因に）
◦逃げ切れないときは頑丈な建物へ避難（できれば
鉄筋コンクリート造の３階以上）
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東北関東大震災（東北地方太平洋沖地震）

被災者への義援金を募集しています
日本赤十字社愛知県支部田原市地区
募金方法　市内の公共施設に設置した募金箱へ（９月末まで）
設置施設　・田原市役所南庁舎（市民課市民グループ窓口）
　　　　　・田原市役所北庁舎（福祉課援護グループ窓口）
　　　　　・渥美支所（市民生活課窓口グループ窓口）
　　　　　・赤羽根市民センター（市民生活グループ窓口）
　　　　　・田原福祉センター（社会福祉協議会窓口）
　　　　　・あつみライフランド（受付窓口）
　　　　　・中央図書館、渥美図書館
　　　　　・田原市博物館
　　　　　・サンテパルクたはら（農業公園管理事務所窓口）
　　　　　・各校区市民館（２０か所）
　　　　　※集まった義援金は、日本赤十字社愛知県支部を通じ、被災者のために役立てられます。
お問い合わせ❖日本赤十字社愛知県支部田原市地区（福祉課内）☎ 23 局 3512

田原市社会福祉協議会
募金方法　田原福祉センター・赤羽根福祉センター・あつみライフランドにある社会福祉協議会の窓口へ
　　　　　※集まった義援金は、中央共同募金会を通じ、各県の被災者へ分配されます。
お問い合わせ❖田原市社会福祉協議会 ☎ 23 局 0610

▪
家
族
の
防
災
会
議
を
開
こ
う

「
も
し
も
」
の
と
き
は
気
が
動
転
し
、
冷
静
な
行
動
が
難

し
く
な
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
家
庭
の
防
災
に
つ
い
て
話

し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・﹁
も
し
も
﹂
の
と
き
の
役
割
分
担

・
非
常
持
ち
出
し
袋
、
非
常
食
︵
３
日
分
︶
の
準
備
・
確
認

・
家
の
中
や
外
の
危
険
箇
所
の
確
認

・
避
難
場
所
、
避
難
経
路
の
確
認
︵
地
震
の
み
の
場
合
・
津
波
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
︶

▪
防
災
マ
ッ
プ
を
確
認
し
よ
う

防
災
マ
ッ
プ
で
、
家
の
周
り
や
地
域
の
危
険
箇
所
、
津
波
の
危
険
性

が
高
い
場
所
を
あ
ら
か
じ
め
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▪
安
否
の
確
認
方
法
を
話
し
合
お
う

地
震
は
、
家
族
が
一
緒
に
い
る
と
き
に
起
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
家
族
の
集
合
場
所
や

安
否
の
確
認
方
法
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

︵
例
︶
安
全
な
高
台
で
落
ち
合
う
、
市
の
指
定
す
る
避
難
場
所
で
合
流
す
る
、
遠
隔
地
の
親

戚
を
連
絡
中
継
地
と
し
て
安
否
を
確
認
す
る
、
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
を
利
用
す
る　

な
ど

▪
防
災
メ
モ
・
防
災
カ
ー
ド
を
作
ろ
う

家
族
構
成
や
連
絡
先
、
避
難
場
所
な
ど
を
書
き
込
ん
だ
「
防
災
メ
モ
」、
個
人
の
連
絡
先

や
血
液
型
な
ど
を
記
入
し
た
「
防
災
カ
ー
ド
」
を
作
成
し
、
携
行
し
ま
し
ょ
う
。

▪
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
よ
う

田
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
救
急
・
災
害
」
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
避
難
場
所
一
覧
や
防
災
マ
ッ

プ
な
ど
防
災
活
動
に
役
立
つ
情
報
が
満
載
で
す
。「
防
災
カ
ー
ド
」
の
様
式
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

 http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/em

ergency/

▪地震・津波に備える

❖田原市では、3月17日（木）に「田原市被災
地域支援対策本部」を設置し、援助隊派遣や
物資の提供など支援活動を行っています。

❖個人からの救援物資などの受付は、市ホー
ムページで随時お知らせします。
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1
❖
投
票
時
間

午
前
７
時
～
午
後
８
時

❖
田
原
市
で
投
票
で
き
る
方

投
票
日
当
日
、満
20
歳
以
上
の
方（
平
成

３
年
４
月
11
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

で
、平
成
22
年
12
月
31
日
に
市
内
に
住

所
が
あ
り
、引
き
続
き
投
票
日
ま
で
市

内
・
県
内
に
住
所
の
あ
る
方
。（
県
内
に

転
出
し
た
方
に
つ
い
て
は「
引
き
続
き

愛
知
県
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
証

明
書
」が
必
要
と
な
り
ま
す
。）

❖
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
期
間

４
月
２
日（
土
）～
４
月
９
日（
土
）

み
ん
な
で
投
票
し
よ
う
！

あ
な
た
の
１
票
を
ま
ち
づ
く
り
に

❖
投
票
時
間

午
前
７
時
～
午
後
８
時

❖
投
票
で
き
る
方

投
票
日
当
日
、満
20
歳
以
上
の
方（
平
成

３
年
４
月
25
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

で
、平
成
23
年
１
月
16
日
に
市
内
に
住

所
が
あ
り
、引
き
続
き
投
票
日
ま
で
市

内
に
住
所
の
あ
る
方
。

❖
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
期
間

４
月
18
日（
月
）～
23
日（
土
）

愛
知
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

投
票
日▲

４
月
10
日
日

田
原
市
長
選
挙

投
票
日▲

４
月
24
日
日

愛
知
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
お
よ
び
田
原
市
長
選
挙
の

投
票
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。な
お
、投
票
所
は
、各

家
庭
に
郵
送
さ
れ
る「
投
票
所
入
場
券
」で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

▼
選
挙
管
理
委
員
会

23
局
３
５
０
６

◉テーマ　渥美半島の四季
◉作品　四つ切りまたはＡ４（単写真）
　※ワイド版、日付入り、縁付き不可
◉応募方法　田原市観光協会にある応募票を作品の裏面に添付

して提出　（郵送の場合は当日消印有効）
　※応募票は田原市観光協会ホームページからもダウンロードできます

◉応募締切　12月28日（水）
◉賞　田原市長賞、田原市観光協会長賞
　ほか　（入賞者には賞状と副賞）
◉詳しくはお問い合わせください。

▲

田原市観光協会
　〒441－3492 住所不要
　☎２３局３５１６     　２２局３８１７
　　 http://www.taharakankou.gr.jp/

2011
田原市観光写真コンクール

～作品募集～

平成22年冬から平成23年冬まで

に撮影した未発表の作品で、田原市

の行事や祭り、景観、街

並み、人と人との

ふれあいなど、

四 季 を 感 じ さ

せ る も の を 題

材 と し た 写 真

を募集します。
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2
４
月
１
日
付

市
職
員
の
人
事
異
動

４
月
１
日
付
で
、
市
役
所
職
員
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
課
長
級
以
上
の
人
事
異
動
と
、
新
規
採

用
職
員
お
よ
び
退
職
者
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、（　

）
内
は
前
職
名
で
す
。
▼
人
事
課
☎
23
局
７
４
０
４

❖
課
長
級
以
上
の
人
事
異
動

︻
部
長
級
︼
▽
政
策
推
進
部
長
・
横
田
直

之
（
総
務
課
長
）
▽
総
務
部
長
・
藤
井
正

剛
（
人
事
課
長
）
▽
市
民
環
境
部
長
・
川

口
昌
宏
（
市
民
環
境
部
次
長
兼
環
境
衛
生

課
長
）
▽
産
業
振
興
部
長
・
伊
藤
康
弘
（
産

業
振
興
部
次
長
兼
商
工
観
光
課
長
）
▽
都

市
建
設
部
長
・
鈴
木
春
男
（
街
づ
く
り
推

進
課
長
）
▽
会
計
管
理
者
・
永
田
雄
次
（
監

査
委
員
事
務
局
長
）
▽
消
防
長
・
寺
田
幸

弘
（
消
防
署
長
）

︻
次
長
級
︼
▽
市
民
環
境
部
次
長
・
三
浦

教
宏
（
子
育
て
支
援
課
長
）
▽
健
康
福
祉

部
次
長
・
白
井
英
俊
（
福
祉
課
長
）
▽
田

原
福
祉
専
門
学
校
事
務
長
・
鈴
木
正
三（
営

農
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▽
産
業
振
興
部

次
長
兼
農
政
課
長
・
小
川
金
一
（
農
政
課

長
）
▽
消
防
本
部
危
機
管
理
監
・
大
根
義

久
（
田
原
福
祉
専
門
学
校
事
務
長
）

︻
課
長
級
︼
▽
広
報
秘
書
課
長
・
彦
坂
真

（
エ
コ
エ
ネ
推
進
室
副
主
幹
）
▽
総
務
課

長
・
大
谷
紀
夫
（
広
報
秘
書
課
長
）
▽
人

事
課
長
・
苅
部
明
弘
（
教
育
総
務
課
主
幹
）

▽
税
務
課
主
幹
・
杉
浦
政
広
（
税
務
課
副

主
幹
）
▽
市
民
課
長
・
福
井
達
弥
（
水
道

課
副
主
幹
）
▽
環
境
衛
生
課
長
・
山
田
省

三
（
防
災
対
策
課
長
）
▽
福
祉
課
長
・
宮

川
裕
之
（
子
育
て
支
援
課
副
主
幹
）
▽
子

育
て
支
援
課
長
・
小
久
保
英
夫
（
生
涯
学

習
課
副
主
幹
）
▽
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
所

長
・
太
田
俊
成
（
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
副

主
幹
）
▽
商
工
観
光
課
長
・
大
羽
耕
一
（
農

政
課
副
主
幹
）
▽
維
持
管
理
課
長
・
大
谷

信
也
（
維
持
管
理
課
副
主
幹
）
▽
街
づ
く

り
推
進
課
長
・
太
田
次
男
（
建
築
課
長
）

▽
街
づ
く
り
推
進
課
主
幹
・
中
泉
芳
晴（
街

づ
く
り
推
進
課
副
主
幹
）
▽
建
築
課
長
・

岡
田
利
幸
（
建
築
課
副
主
幹
）
▽
教
育
総

務
課
主
幹
・
鈴
木
三
惠
子
（
図
書
館
副
主

幹
）
▽
生
涯
学
習
課
主
幹
・
渡
會
照
一
（
生

涯
学
習
課
副
主
幹
）▽
生
涯
学
習
課
主
幹
・

山
口
文
隆
（
財
政
課
副
主
幹
）

▽
防
災
対
策
課
長
・
鈴
木
義
治
（
契
約
検

査
課
副
主
幹
）
▽
消
防
課
長
・
大
場
広
之

（
消
防
署
副
署
長
）
▽
消
防
次
長
兼
消
防

署
長
・
杉
原
護
（
赤
羽
根
分
署
長
）
▽
消

防
署
副
署
長
・
鈴
木
心
二
（
赤
羽
根
分
署

長
補
佐
）
▽
消
防
署
副
署
長
・
藤
城
博
司

（
消
防
署
長
補
佐
）
▽
消
防
署
副
署
長
・

菰
田
浩
史
（
消
防
課
長
補
佐
）
▽
赤
羽
根

分
署
長
・
河
辺
泰
三
（
消
防
署
副
署
長
）

▽
渥
美
分
署
長
・
岡
本
辰
彦
（
消
防
署
副

署
長
）
▽
監
査
委
員
事
務
局
長
・
鈴
木
通

之
（
議
事
課
副
主
幹
）

❖
新
規
採
用
職
員

▽
教
育
部
次
長
兼
学
校
教
育
課
長
・
小
川

悟
▽
学
校
教
育
課
指
導
主
事
・
久
瀬
正
弘

▽
財
政
課
・
石
川
貴
裕
▽
市
民
協
働
課
・

柴
田
奈
津
子
▽
保
険
年
金
課
・
藤
枝
右
子

▽
環
境
衛
生
課
・
佐
藤
優
▽
エ
コ
エ
ネ
推

進
室
・
福
井
夏
未
▽
福
祉
課
・
渡
邉
明
子

▽
土
木
課
・
杉
浦
慎
哉
▽
街
づ
く
り
推
進

課
・
奥
村
圭
裕
▽
建
築
課
・
紺
谷
知
浩

▽
第
一
保
育
園
・
布
藤
絵
美
▽
南
部
保
育

園
・
清
水
梨
衣
▽
福
江
保
育
園
・
伊
藤
早

世
▽
伊
良
湖
岬
保
育
園
・
鈴
木
向
子
▽
消

防
署
警
防
第
１
係
・
大
河
宏
彰
▽
消
防
署

警
防
第
３
係
・
河
合
健
一
郎
▽
渥
美
分
署

警
防
第
１
係
・
平
川
雅
貴
▽
渥
美
分
署
警

防
第
３
係
・
黒
田
厳
仁

❖
退
職
者

▽
政
策
推
進
部
長
・
平
松
正
敏
▽
総
務
部

長
・
八
木
学
▽
市
民
環
境
部
長
・
杉
浦
拡

▽
産
業
振
興
部
長
・
菰
田
敏
則
▽
都
市
建

設
部
長
・
讃
岐
俊
宣
▽
会
計
管
理
者
・
河

合
紀
行
▽
健
康
福
祉
部
次
長
・
太
田
誠
雄

▽
市
民
課
長
・
渡
邉
由
男
▽
維
持
管
理
課

長
・
小
久
保
郁
夫
▽
学
校
教
育
課
長
・
花

井
隆
▽
生
涯
学
習
課
主
幹
・
高
瀬
勲
▽
税

務
課
副
主
幹
・
内
藤
芳
明
▽
市
民
課
副
主

幹
・
平
井
美
智
子
▽
清
掃
管
理
課
副
主
幹
・

小
川
満
男
▽
清
掃
管
理
課
副
主
幹
・
水
野

一
道
▽
用
地
課
副
主
幹
・
畑
野
昌
子
▽
学

校
教
育
課
副
主
幹
・
鳥
居
弘
一
▽
土
木
課

主
査
・
伊
東
悦
雄
▽
用
地
課
主
査
・
藤
井

直
行
▽
下
水
道
課
主
査
・
鈴
木
克
郎
▽
総

務
課
・
間
瀬
啓
子
▽
財
政
課
・
杉
浦
敏
明

▽
田
原
福
祉
専
門
学
校
・
高
橋
貴
枝
▽
下

水
道
課
・
山
口
雅
代
▽
給
食
セ
ン
タ
ー
・

髙
橋
敏
雄

▽
東
部
保
育
園
・
中
松
佳
子
▽
北
部
保
育

園
・
岩
永
眞
由
美
▽
神
戸
保
育
園
・
山
本

あ
ゆ
み
▽
福
江
保
育
園
・
鈴
木
は
る
美

▽
消
防
長
・
小
川
道
夫
▽
消
防
次
長
兼
消

防
課
長
・
宮
地
洋
▽
渥
美
分
署
長
・
牧
野

幸
輝

❖
派
遣
者

学
校
教
育
課
指
導
主
事
・
杉
田
哲
利
（
愛

知
県
教
育
委
員
会
）
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3/10
（木）

▪全国小学生クロスカントリー
　リレー研修大会
・ＪＡＣあつみチーム

【前列左から】川口桃
も も か

佳さん（中山小６
年）、鵜飼伶

れ い な

奈さん（福江小６年）、原碧
あ お い

唯
さん（同）、山本葵

あおい

さん（亀山小６年）
【後列左から】天野智

と も き

貴くん（福江小６
年）、高橋倉

そ う た

太くん（同）、桑名隆
りゅうへい

平くん（亀
山小６年）、稲垣圭

けいすけ

相くん（福江小６年）

▪全国小学生ソフトテニス大会
・中部スポーツ少年団

【前列左から】柴田青
あ お い

依さん（田原東部
小４年）、藤城みちるさん（田原中部小３
年）、大谷小

こ ゆ き

由姫さん（同小４年）、鈴木
亜
あ り さ

里紗さん（同小４年）
・神戸スポーツ少年団

【後列左から】村瀬伊
い お り

織くん（大草小５
年）と平河昇

しょうき

起くん（神戸小５年）

▪都道府県対抗全日本中学生
　ソフトテニス大会
・田原中学校ソフトテニス部

【左から】山田航
こうだい

大くん（２年）、坂口
壮
そうすけ

亮くん（同）、加藤愛
ま な み

望さん（同）

▪ミズノカップ全国ジュニア選抜
　ソフトテニス大会など３大会
・東部中学校ソフトテニス部

【前列左から】西尾準
じゅんや

弥くん（２年）、伊
藤新

し ん ご

悟くん（２年）、尾川裕
ゆ う た ろ う

太郎くん（１
年）、神谷拓

たすく

くん（２年）
【後列左から】前澤祐

ゆ う し

志くん（１年）、駒
井俊

しゅんすけ

亮くん（２年）、増田英
えいさく

作くん（１年）、
板谷一

か ず き

輝くん（２年）

クロスカントリーとソフトテニスの全国大会に出場を決めた児童・生徒
の皆さんが市長を表敬訪問し、健闘を誓いました。皆さんの活躍に期待
します！
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春
の
全
国
火
災
予
防
運
動（
３
月
１
日
～
７
日
）

に
合
わ
せ
、防
火
マ
ラ
ソ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
消
防
職
員
38
名
は
、田
原
消
防
署
を

発
着
点
に
、第
一
保
育
園
や
め
っ
く
ん
は
う
す
を

経
由
す
る
約
11
・
６
㎞
の
コ
ー
ス
を
力
走
。沿
道
で

市
民
の
声
援
を
受
け
な
が
ら「
火
の
用
心
」を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

田
原
福
祉
専
門
学
校
で
平
成
22
年
度
卒
業
証
書

授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
日
、卒
業
証
書
を

受
け
取
っ
た
の
は
24
名
。ひ
と
り
一
人
が
先
生
や

仲
間
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
、目
標
な
ど
を
発
表
し

ま
し
た
。こ
れ
か
ら
介
護
福
祉
士
と
し
て
活
躍
す

る
卒
業
生
は
、地
域
福
祉
へ
の
貢
献
を
誓
い
、社
会

へ
羽
ば
た
い
て
行
き
ま
し
た
。

力
強
い
走
り
で

防
火
の
呼
び
か
け

３
月
２
日［
水
］

▲胸に「火の用心」と書かれたゼッケンを張り、頼もしい走りで防火を呼びかける消防職員

思
い
を
新
た
に

社
会
へ
羽
ば
た
く

３
月
11
日［
金
］

▲それぞれの道に進んでも、共に学んだ仲間とは強いきずなで結ばれています
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▼
募
集
人
員
＝
10
名
程
度　

▼
対
象
＝
お

お
む
ね
60
歳
ま
で
の
健
康
な
方　

▼
勤
務

場
所
／
採
用
期
間
＝
①
田
原
市
博
物
館
／

５
月
21
日
（
土
）
～
11
月
６
日
（
日
）
の

３
回
の
企
画
展
開
催
中
②
渥
美
郷
土
資
料

館
／
５
月
21
日
（
土
）
～
７
月
10
日
（
日
）

▼
勤
務
内
容
＝
展
示
室
監
視　

▼
勤
務
形

態
＝
午
前
９
時
～
午
後
1
時
／
午
後
1
時

～
５
時
（
交
替
勤
務
）　

▼
賃
金
＝
時
給

８
３
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
面
接
（
詳
細

は
後
日
通
知
）
／
応
募
者
多
数
の
場
合
は

書
類
選
考
あ
り　

▼
申
し
込
み
＝
４
月
20

日
（
水
）
ま
で
に
田
原
市
博
物
館
に
あ
る

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出

（
郵
送
不
可
）

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０　

23
局
３
７
７
０

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
市
民
・
団
体
・
事
業
者
・
市
が
そ
れ

ぞ
れ
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
協
議
す

る
懇
話
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
で
活
動

し
て
い
る
団
体
に
所
属
し
、
田
原
市
に
お

け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
意
欲
の
あ

る
方　

▼
募
集
人
員
＝
５
名
以
内
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
市
の
選
考
に
よ
り
決

定
）　

▼
任
期
＝
平
成
25
年
３
月
31
日
ま

で　

▼
申
し
込
み
＝
４
月
22
日
（
金
）
ま

で
に
市
民
協
働
課
に
あ
る
申
込
書
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
・
郵
送
に
て　

▼
そ

の
他
＝
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

▼
市
民
協
働
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

kyoudou@
city.tahara.aichi.jp

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

田
原
市
臨
時
職
員（
田
原
市
博
物
館
・

渥
美
郷
土
資
料
館
企
画
展
監
視
員
）

男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会

委
員

＜応募要領＞
◉応募資格　市内にお住まいの18歳以上の方
　　　　    ※ただし、公務員や公職にある方、高校生を除きます。

◉活動内容　次の中から希望するもの
❶市民記者（取材・記事作成）
❷インターネット（ブログ、T

ツ イ ッ タ ー

witterなど）　
を活用した情報発信
❸Ｃ

ケ ー ブ ル テ レ ビ

ＡＴＶ市政情報番組のナビゲーター出演
❹イベント・風景などの撮影

◉募集人員　７名以内
◉募集期間　５月２日月まで（必着）
◉応募方法　応募用紙に「氏名」「性別」「生年月日」「住

所」「連絡先」「職業」「応募動機・抱負（100
文字以内）」「参加したい広報活動」を記入
のうえ、直接持参または郵送・ファック
ス・Eメールにて
※上記の必要事項が記入されていれば、任意の用
紙でも可
※応募用紙は広報秘書課で配布のほか、市ホームペ
ージからもダウンロード可

市民
参加 広報サポーターを募集します。

平成23年度

◉選考方法　意欲などを考慮して、市の選考によ
                  り決定
◉発表　　　応募者に通知のほか、広報にも掲載
◉活動期間　平成23年3月末まで
◉謝礼　　　年10,000円

　　　【応募・問い合わせ先】
　　　　田原市役所　広報秘書課
　　　　〒441－3492（住所不要）
　　　　☎22局0138　　23局1691
　　　　　koho@city.tahara.aichi.jp
　　　　　http：//www.city.tahara.aichi.jp/

「広報たはら」の紙面づくりやケーブルテレビへの出演、インターネット
を使った情報発信など、市の広報活動に参加してみませんか？
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東
三
河
と
い
う
地
域
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま

な
魅
力
と
課
題
、
そ
の
多
様
な
姿
を
東
三

河
の
市
町
が
ひ
と
つ
に
合
わ
せ
て
企
画
し

た
講
座
で
す
。「
観
る
・
触
れ
る
」
を
テ
ー

マ
に
東
三
河
を
実
際
に
歩
き
ま
す
。

▼
講
座
名
＝
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
～
歩
い

て
知
る
東
三
河
の
自
然
と
史
跡
Ⅱ
（
全
７

回
）　

▼
対
象
＝
５
～
６
㎞
の
行
程
を
歩

け
る
方　

▼
日
時
／
テ
ー
マ
／
会
場
／
講

師
＝
表
の
と
お
り　

▼
定
員
＝
50
名
（
申

込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
結
果
は
全
員

に
郵
送
）　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し

込
み
＝
４
月
25
日
（
月
）
ま
で
に
電
話
に

て　

▼
そ
の
他
＝
各
回
と
も
現
地
集
合
、

少
雨
決
行
（
雨
具
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

音
訳
と
は
、
活
字
で
の
読
書
が
困
難
な

方
の
た
め
に
、
文
字
を
音
声
に
訳
す
こ
と
で

す
。
講
座
で
は
聴
く
人
の
立
場
に
立
っ
て
、

情
報
を
聞
き
や
す
く
正
し
く
伝
え
る
技
術

を
学
び
ま
す
。（
全
20
回
）

▼
対
象
＝
次
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満
た
す

方
①
お
お
む
ね
60
歳
ま
で
で
、
原
則
、
全

回
出
席
で
き
、
受
講
後
に
図
書
館
で
活
動

で
き
る
方
②
パ
ソ
コ
ン
の
起
動
・
終
了
を
で

き
る
方　

▼
日
時
＝
５
月
～
平
成
24
年
３

月
の
第
２・４
木
曜
日
／
午
前
10
時
～
正
午

／
初
回
は
５
月
12
日
（
木
）　
▼
場
所
＝
田

原
文
化
会
館
２
０
１
会
議
室　

▼
定
員
＝

20
名　

▼
受
講
料
＝
無
料
（
た
だ
し
、
テ

キ
ス
ト
代
１
４
０
０
円
）　

▼
申
し
込
み
＝

５
月
１
日
（
日
）
ま
で
に
直
接
、
中
央
図

書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
で
受
付
ま
た
は
電
話
に
て

▼
田
原
市
中
央
図
書
館

☎
23
局
４
９
４
６　

23
局
４
６
４
６

　

石
垣
島
の
青
い
海
で
、
仲
間
を
作
り
、

石
垣
島
の
人
々
と
交
流
で
き
る
催
し
で
す
。

▼
対
象
＝
20
歳
～
35
歳
で
体
力
に
自
信
が

あ
る
女
性　

▼
日
程
＝
６
月
４
日
（
土
）

〜
６
日
（
月
）
／
や
し
の
実
投
流
の一
行
に

同
行　

▼
内
容
＝
八
重
山
地
方
の
伝
統
船

「
ハ
ー
リ
ー
船
」
を
使
い
、
漕
ぎ
手
10
名
・

か
じ
取
り
１
名
の
合
計
11
名
で
約
５
０
０ｍ

を
競
漕　

▼
募
集
人
員
＝
８
名
（
応
募
者

多
数
の
場
合
は
書
類
選
考
／
市
内
在
住
・

在
勤
の
方
を
６
名
、
市
外
在
住
の
方
を
２

名
募
集
予
定
）　

▼
参
加
費
＝
約
10
万
円

（
う
ち
５
万
円
は
田
原
市
観
光
協
会
が
負

担
）　
▼
申
し
込
み
＝
４
月
28
日
（
木
）
ま

で
に
履
歴
書
に
応
募
理
由
を
記
入
の
う
え

提
出

▼
田
原
市
観
光
協
会

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
３
名
以
上

の
方
で
組
織
す
る
団
体
が
、
平
成
24
年
３

月
ま
で
に
市
民
を
対
象
と
し
て
実
施
す
る

文
化
ホ
ー
ル
事
業
（
入
場
料
５
０
０
円
以

上
を
徴
収
し
、
２
０
０
名
以
上
の
入
場
者

を
見
込
め
る
も
の
／
発
表
会
を
除
く
）　

▼
支
援
内
容
＝
文
化
会
館
施
設
使
用
料
お

よ
び
付
属
設
備
・
舞
台
管
理
委
託
料
の
免

除
、
事
業
費
の
補
助
、
各
文
化
会
館
で
の

チ
ケ
ッ
ト
販
売
、
広
報
活
動
の
援
助
な
ど

▼
支
援
額
＝
事
業
費
の
２
分
の
１
以
内

（
上
限
額
25
万
円
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

東
三
河
生
涯
学
習
連
携
講
座

受
講
生

日時 テーマ 会場 講師（敬称略）

❶ 5／14土
10：00～12：00

新緑の湯谷温泉周辺を
歩こう

新城市
湯谷温泉駅

鳳来寺山自然科学博物館
学術委員　水谷英夫

鳳来寺山自然科学博物館
友の会会長　小椋克好

❷ 5／28土
10：00～14：00 田口線跡を辿ろう

設楽町
清崎駅跡～
三河田口駅跡

設楽町文化財保護審議会
委員　加藤博俊

❸ 6／11土
10：00～12：00

初夏の蔵王山と
権現の森の自然探索

田原市
権現の森

NPO法人東三河自然観察会
理事　天野保幸

❹ 9／18日
13：00～16：00

県史跡「設楽城跡」と
ノルディックウォーキング

東栄町
「設楽城跡」周辺

元気城山
前会長　金指旦夫
東栄町体育指導員

❺ 10／9日
12：30～16：30

「歴史の道・姫街道(本坂
通)を歩く」

豊橋市
姫街道（本坂通）

ほの国豊橋案内人
会長　坂口正治　ほか

❻ 10／23日
10：00～12：00

東海道御油宿・赤坂宿を
訪ねて

豊川市
名鉄国府駅

元豊川市史・小坂井町史
執筆編集委員　栗田昌之

❼ 11／5土
10：00～12：00

上ノ郷城跡と
ゆかりの寺社を訪ねて

蒲郡市
中央公園

蒲郡市博物館学芸員
小田美紀

■市民大学トラム　東三河生涯学習連携講座

▪主催＝田原市・豊橋市・豊川市・蒲郡市・新城市・設楽町・東栄町各教育委員会

文
化
ホ
ー
ル
を
使
う
企
画
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

沖
縄
県
石
垣
市

ハ
ー
リ
ー
レ
ー
ス 

参
加
者

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

（
初
級
）　

受
講
生
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犬
の
集
合
注
射
を
表
の
日
程
で
行
い
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
都
合
の
良
い
会

場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
料
金
＝
新
規
登
録
と
注
射
は
６
３
０
０

円
、
注
射
の
み
の
場
合
は
３
３
０
０
円

▪
す
で
に
犬
を
登
録
し
て
い
る
方

　

４
月
は
じ
め
に
通
知
（
は
が
き
）
が
届

き
ま
す
。
愛
犬
手
帳
と
と
も
に
注
射
会
場

へ
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▪
新
た
に
犬
を
飼
わ
れ
た
方

　

新
た
に
生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
わ
れ

た
方
は
、
注
射
会
場
で
登
録
と
注
射
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▪
表
の
日
程
に
都
合
が
悪
い
方

　
「
犬
の
登
録
」
と
「
年
に
一
度
の
狂
犬

病
予
防
注
射｣

は
、
法
律
に
よ
り
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
都
合
の
悪
い
方

は
、
６
月
30
日
（
木
）
ま
で
に
、
必
ず
動

物
病
院
で
注
射
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
環
境
衛
生
課

☎
23
局
３
５
４
１　

23
局
０
１
８
０

　

愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
で
の

「
飼
い
主
の
い
る
犬
・
猫
」
の
引
き
取
り
は
、

４
月
か
ら
有
料
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
有
料

化
は
殺
処
分
数
の
減
少
を
図
る
た
め
に
実

施
す
る
も
の
で
す
。
大
切
な
ペッ
ト
は
最
後

ま
で
愛
情
と
責
任
を
持
って
飼
い
ま
し
ょ
う
。

▼
区
分
／
引
取
金
額
＝
①
生
後
90
日
以
内

の
犬
ま
た
は
猫
／
５
０
０
円
②
生
後
91
日

以
上
の
犬
ま
た
は
猫
／
２
５
０
０
円

▼
愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
東
三

河
支
所
☎（
０
５
３
２
）33
局
３
７
７
７

▼
環
境
衛
生
課

☎
23
局
３
５
４
１　

23
局
０
１
８
０

　

県
の
条
例
の
規
定
で
対
象
と
な
る
畜
産

事
業
者
は
、
悪
臭
関
係
工
場
等
の
届
出
を

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
４
月
28
日

（
木
）
ま
で
に
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
対
象
事
業
所
に
は
通
知
と
届
出

書
を
郵
送
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
届
い
て
い

な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事

業
所
①
豚
房
の
総
面
積
が
50
㎡
以
上
②
牛

房
の
総
面
積
が
２
０
０
㎡
以
上
③
鶏
を

３
０
０
０
羽
以
上
飼
育
④
う
ず
ら
を
２
万

羽
以
上
飼
育

▼
環
境
衛
生
課

☎
23
局
３
５
４
１　

23
局
０
１
８
０

　

施
設
入
所
中
以
外
の
、
要
介
護
１
以
上

の
方
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
の
方
な

ど
を
対
象
に
、
介
護
に
必
要
な
消
耗
品
を

購
入
で
き
る
補
助
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
田
原
市
に
住
所
が
あ
り
、
要
介
護

１
以
上
の
方
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方
な

ど
（
た
だ
し
、
要
介
護
１・２
の
場
合
は
、
次

の
す
べ
て
を
満
た
す
方
①
医
師
の
診
断
に
よ

り
失
禁
が
認
め
ら
れ
る
方
②
申
請
時
、
市

町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
）　

▼
交
付
日

時
＝
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時　

▼
交
付
場
所
＝

①
田
原
地
域
の
方
…
福
祉
課
（
市
役
所
北

庁
舎
１
階
）
②
赤
羽
根
地
域
の
方
…
赤
羽

根
市
民
セ
ン
タ
ー
③
渥
美
地
域
の
方
…
渥
美

支
所　

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の
＝
有
効

期
限
内
の
介
護
保
険
証
、印
鑑（
認
印
で
可
）

▼
福
祉
課

☎
23
局
４
６
５
４　

23
局
３
５
４
５

　

該
当
す
る
方
に
引
換
券
を
郵
送
し
ま
し

た
。
タ
ク
シ
ー
券
・
回
数
券
の
交
付
を
希

望
す
る
方
は
署
名
の
う
え
、
引
換
券
に
記

載
さ
れ
た
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
該
当
者
＝
①
～
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
①
昭
和
17
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
②
１・２
級
の
下
肢
・
体
幹
・
視
覚

障
害
者
、
１
級
の
内
部
障
害
者
③
Ａ
判
定

の
知
的
障
害
者
④
１・２
級
の
精
神
障
害
者

※
詳
し
く
は
引
換
券
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
福
祉
課

☎
23
局
４
６
５
４　

23
局
３
５
４
５

家
族
介
護
用
品

購
入
補
助
券
を
交
付

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
・

福
祉
回
数
券
を
交
付

狂
犬
病
予
防
注
射（
集
合
注
射
）

開催日 時間 場所

4／11月
13：30～14：10 衣笠市民館
14：40～15：30 野田市民館

4／12火

13：00～13：30 六連市民館
14：00～14：40 神戸市民館

15：10～15：50 田原文化会館
はなのき広場

4／13水
13：30～14：30 童浦市民館
15：00～15：40 田原東部市民館

4／14木
13：00～13：30 田原南部市民館
14：00～14：40 高松市民館
15：10～15：40 大草市民館

4／15金
13：10～14：10 若戸市民館
14：40～15：40 赤羽根市民館

4／18月
13：30～14：10

村松農業担い手
センター

14：40～15：20 泉市民館

4／19火
13：30～14：10 清田市民館
14：40～15：40 旧福江市民館（白石）

4／20水
13：30～14：10 西山公民館
14：40～15：40 小中山総合事務所

4／21木
13：30～14：30 中山市民館
15：00～15：40 伊良湖市民館

4／22金
13：30～14：20 和地市民館
14：50～15：50 堀切市民館

■犬の登録と予防注射日程表

※都合の良い会場で受けてください。

畜
産
事
業
を
営
む
方
は

「
悪
臭
関
係
工
場
等
の
届
出
」を

ペ
ッ
ト
は
愛
情
と
責
任
を
持
っ
て

飼
い
ま
し
ょ
う
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▼
対
象
＝
戸
別
所
得
補
償
の
対
象
と
な
る

作
物
（
米
、
飼
料
用
米
、
麦
、
大
豆
、
飼

料
作
物
［
水
田
作
］、
野
菜
［
水
田
作
］

米
粉
用
米
、
な
た
ね
な
ど
）
を
生
産
数
量

目
標
に
従
っ
て
生
産
す
る
販
売
農
家
の
方

▼
開
催
日
／
場
所
＝
①
４
月
22
日
（
金
）

／
渥
美
支
所
４
０
１
会
議
室
②
４
月
25
日

（
月
）
／
田
原
市
役
所
３
０
０
会
議
室
③

４
月
27
日
（
水
）
／
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー

（
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
内
）　

▼
受
付
時

間
＝
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
４
時　

▼
内
容
＝
交
付
申
請
書
な
ど
申
請
に
必
要

な
書
類
の
受
付
（
印
鑑
、
交
付
金
振
込
先

の
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７　

22
局
３
８
１
７

　

農
業
分
野
で
の
斬
新
な
技
術
導
入
お
よ

び
ア
イ
デ
ィ
ア
支
援
を
目
的
と
し
て
実
施

し
、
そ
の
成
果
を
広
く
市
民
に
情
報
発
信

す
る
こ
と
で
、
や
る
気
の
あ
る
農
家
の
方
の

意
識
を
高
め
ま
す
。

▼
対
象
事
業
＝
農
業
の
生
産
現
場
な
ど
に

地
域
農
業
者
の
創
意
工
夫
を
活
か
し
た
ア

イ
デ
ィ
ア
な
ど
の
取
組
み
を
促
進
す
る
事
業

▼
募
集
対
象
＝
田
原
市
に
住
所
を
有
す
る

農
業
者
な
ど
（
営
農
組
織
、
営
農
団
体
、

農
業
生
産
法
人
含
む
）
の
３
名
以
上
で
組

織
す
る
グ
ル
ー
プ　
▼
補
助
額
＝
提
案
事
業

に
か
か
る
経
費
の
２
分
の
１
以
内
（
上
限
額

１
０
０
万
円
）　

▼
募
集
期
間
＝
６
月
30
日

（
木
）
ま
で　
▼
採
択
決
定
＝
７
月
中
旬

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７　

22
局
３
８
１
７

　

下
水
道
を
使
え
る
区
域
が
次
の
と
お
り

拡
大
し
ま
し
た
。
今
回
、
新
た
に
使
え
る

よ
う
に
な
っ
た
方
や
、
す
で
に
使
え
る
区

域
で
ま
だ
接
続
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

快
適
な
生
活
環
境
の
実
現
の
た
め
、
接
続

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
接
続
工
事
は
市
指
定
の
排
水
設

備
指
定
工
事
店
が
行
い
ま
す
の
で
、
直
接

工
事
店
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
拡
大
区
域
＝
鎌
田
地
区
の
一
部
（
公
共

下
水
道
）、
保
美
・
中
山
地
区
の
一
部
（
公

共
下
水
道
）　

▼
供
用
開
始
日
＝
３
月
31

日
（
木
）　

▼
そ
の
他
＝
対
象
世
帯
に
は

通
知
ま
た
は
回
覧
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
が
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
下
水
道
課　

☎
23
局
３
５
２
５　

22
局
３
１
８
４

▼
下
水
道
課
（
渥
美
支
所
内
）

☎
33
局
１
１
１
３　

32
局
２
５
０
６

　

地
方
税
（
市
民
税
・
県
民
税
な
ど
）
な
ど

の
滞
納
整
理
の
専
門
機
関
と
し
て
愛
知
県
と

東
三
河
５
市
１
町
に
よ
っ
て
愛
知
県
東
三
河

地
方
税
滞
納
整
理
機
構
が
設
立
さ
れ
、
４
月

か
ら
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
機
構
は
、地
方
税
な
ど
の
滞
納
者
が
再

三
の
納
税
催
告
に
応
じ
な
い
な
ど
、
対
応
が

困
難
な
案
件
を
市
町
か
ら
引
き
受
け
ま
す
。

そ
し
て
専
門
的
な
徴
収
機
関
と
し
て
、滞
納

者
が
所
有
す
る
財
産
を
調
査
し
、差
押
・
公

売
な
ど
の
滞
納
処
分
を
す
ば
や
く
行
い
ま
す
。

　

機
構
で
は
、
税
金
を
納
付
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
み
な
さ
ん
と
の
税
負
担
の
公
平
性
を
確

保
し
、未
納
と
な
って
い
る
税
金
の
縮
減
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

▼
収
納
推
進
課

☎
23
局
７
４
０
２　

23
局
０
１
８
０

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
書
で
納
め

る
場
合
、
翌
年
３
月
分
ま
で
の
保
険
料

を
ま
と
め
て
払
う
と
割
引
に
な
る
「
前

納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
１
年
分
の
保

険
料
は
毎
月
納
め
る
と
18
万
２
４
０

円
（
１
万
５
０
２
０
円
／
月
）
で
、
１

年
前
納
を
行
う
と
17
万
７
０
４
０
円
で
、

３
２
０
０
円
の
割
引
と
な
り
ま
す
。
お
得

で
納
め
忘
れ
も
防
げ
る
こ
の
制
度
を
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
前
納
用
の
納
付
書
は
４
月
中
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
る
毎
月
の

納
付
書
に
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
５

月
２
日
（
月
）
の
納
付
期
限
ま
で
に
、
金

融
機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

▼
豊
橋
年
金
事
務
所 

国
民
年
金
課

☎（
０
５
３
２
）33
局
４
１
１
８

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９　

23
局
０
１
８
０

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度

加
入
申
請
受
付
会

『
愛
知
県
東
三
河
地
方
税
滞
納
整

理
機
構
』を
設
立

農
業
者
ア
イ
デ
ィ
ア
支
援
事
業

補
助
金

下
水
道
接
続
に
ご
協
力
を
！

国
民
年
金
保
険
料
は

前
納
が
お
得
で
す

差押え

差押え 差押え

【愛知県東三河地方税滞納整理機構】
※県と市町職員の合同チームによる共同徴収

徴収金高額・困難事案

愛知県・豊橋市・豊川市・蒲郡市・田原市・新城市・設楽町

インターネット公売
などにより換価徹底した財産調査

捜索・差押え
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太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
お
よ
び

低
公
害
車
購
入
に
対
す
る
補
助
金
の
申
請

受
付
（
平
成
23
年
度
分
）
を
開
始
し
ま
す
。

　

補
助
要
綱
な
ど
が
こ
れ

ま
で
と
異
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
補
助
金
額
が
変
わ
り
ま
し
た

◦
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金
＝

６
万
円
／
kW
（
上
限
額
24
万
円
）

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

暫
定
の
税
額
と
な
り
ま
す
。暫
定
の
額
は
、

２
月
期
と
同
額
に
な
り
ま
す
。

▪
減
免
申
請

　

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
（
２
割
、
１

割
）
の
対
象
世
帯
に
は
、
減
免
申
請
書
を

６
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▪
年
税
額
の
通
知

　

年
税
額
は
７
月
に
算
定
（
本
算
定
）
し
、

８
月
に
通
知
し
ま
す
。
各
納
期
の
税
額
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９　

23
局
０
１
８
０ 

場
合
②
障
害
の
あ
る
方
と
生
計
を
と
も
に

し
て
い
る
方
が
運
転
す
る
場
合
③
障
害
の

あ
る
方
の
み
の
世
帯
の
た
め
、
常
時
介
護

者
が
運
転
す
る
場
合
（
常
時
介
護
者
で
あ

る
証
明
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
）

▼
申
請
期
限
＝
５
月
24
日
（
火
）　

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
１
０　

23
局
０
１
８
０

▪
仮
徴
収
分
の
納
税
通
知
書
の
送
付

▪
普
通
徴
収
の
方

　

第
１
・
２
期
分
の
納
税
通
知
書
を
、
４

月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。
第
１
・
２
期
分

の
納
付
額
は
、
前
年
の
所
得
額
な
ど
が
確

定
し
て
い
な
い
た
め
、
暫
定
の
額
を
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

暫
定
の
額
は
、前
年
度
（
平
成
22
年
度
）

の
国
民
健
康
保
険
税
の
そ
れ
ぞ
れ
８
分
の

１
の
額
と
な
り
ま
す
。
４
月
２
日
以
降
に

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
た
場
合
は
、

第
３
期
（
８
月
）
に
納
税
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
。

▪
特
別
徴
収
の
方

　

４
月
期
・
６
月
期
・
８
月
期
分
の
特
別

徴
収
開
始
通
知
書
を
、
４
月
上
旬
に
送
付

し
ま
す
。
各
月
分
の
納
付
額
は
、
前
年
の

所
得
額
な
ど
が
確
定
し
て
い
な
い
た
め
、

▼
縦
覧
場
所
＝
街
づ
く
り
推
進
課
（
北
庁

舎
２
階
）

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23
局
３
５
２
４　

22
局
３
８
１
１

　

固
定
資
産
税
の
算
出
の
基
礎
と
な
る
土

地
と
家
屋
の
評
価
に
つ
い
て
、
５
月
中
旬

に
発
送
す
る
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書

と
併
せ
て
、
お
持
ち
の
土
地
と
家
屋
の
課

税
明
細
書
を
郵
送
し
ま
す
。
内
容
を
確
認

の
う
え
、
不
明
な
点
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
１
０　

23
局
０
１
８
０

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害
の
あ
る
方
が

軽
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
場
合
、
障
害

の
程
度
に
よ
り
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
受
け

る
た
め
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、

対
象
と
な
る
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
①
障
害
の
あ
る
方
が
運
転
す
る

■普通徴収

■特別徴収

※納付については口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

納期
第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期 第７期 第８期
４月 ６月 ８月 ９月 10月 11月 12月 ２月

算定額
前年度の国保
税額のそれぞ
れ1/8の税額

年税額から第１期・第２期の税額を差し引いた
残額の各納期それぞれ1/6の税額

納期 ４月期 ６月期 ８月期 10月期 12月期 ２月期

算定額 前年度の２月期と同額
年税額から４月・６月・８月期
の税額を差し引いた残額の各
納期それぞれ1/3の税額

　

変
更
の
手
続
き
を
進
め
て
き
た
東
三
河

都
市
計
画
公
園
事
業
（
中
央
公
園
）
の
事

業
計
画
が
、
平
成
23
年
2
月
8
日
付
け
で

法
手
続
き
を
終
了
し
、
関
係
図
書
の
縦
覧

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
縦
覧
時
間
＝
市
役
所
執
務
時
間
中　

東
三
河
都
市
計
画
公
園
事
業

（
中
央
公
園
）の
変
更

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

国
民
健
康
保
険
税

固
定
資
産
税

課
税
明
細
書
の
送
付

エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
等
補
助
金

申
請
受
付
を
開
始
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◦街角ネットたはら
放送日 内　容

4/1金～4/14木

サンテパルクたはら
チューリップフェア
市民協働まちづくり事業補助金
事業報告会

4/15金～4/28木
滝頭桜まつり

健康カレンダー紹介

4/29金・ ～5/12木
しおさい大学

トレッキングにでかけよう
毎日６回放送　
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

ティーズチャンネルで放送中

広報秘書課 22　0138

◦たはら市政番組のバックナンバーは
　　　　　インターネットでも視聴可能です！

田原市ホームページ

　　http://www.city.tahara.aichi.jp/
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申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

◉
４
月
17
日
日 　

※
中
止
　

第
８
回
市
民
緑
花
ま
つ
り

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
発
生
に
配
慮

し
、
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
し
ま
す
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23
局
３
５
２
３　

23
局
０
１
８
０

◉
４
月
29
日
金
・　

　

５
月
20
日
金
～
22
日
日　

田
原
市
文
化
協
会 

春
の
文
協
ま
つ
り

▪
田
原
会
場

▪
市
民
茶
会

日
時
▼
＝
４
月
29
日
（
金
・
祝
）
午
前
10

時
～
午
後
３
時

場
所
▼
池
ノ
原
会
館

茶
席
▼
１
席
３
０
０
円

▪
各
種
展
覧
会

日
時
▼
＝
５
月
20
日
（
金
）
～
22
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所
▼
田
原
文
化
会
館

◉
４
月
11
日
月　

講
座
「
渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に
」

　

田
原
市
博
物
館
・
㈶
崋
山
会
で
は
、
郷

土
の
偉
人
渡
辺
崋
山
を
、
よ
り
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
講
座
を
毎
月
11
日
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

時
間
▼
午
前
８
時
45
分
～
９
時
30
分

場
所
▼
崋
山
会
館

内
容
▼
渡
辺
崋
山
の
伝
記
を
読
む

－

そ
の
８

講
師
▼
田
原
市
博
物
館 

鈴
木
利
昌
学
芸
員

受
講
料
▼
無
料

▪
芸
能
大
会

期
日
▼
５
月
22
日
（
日
）

場
所
▼
田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

▪
さ
つ
き
展

日
時
▼
５
月
20
日
（
金
）
～
22
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所
▼
田
原
市
総
合
体
育
館
ロ
ビ
ー

▪
渥
美
会
場

▪
各
種
展
覧
会

日
時
▼
５
月
21
日
（
土
）・
22
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午

後
４
時

場
所
▼
渥
美
文
化

会
館
一
帯

▪
芸
能
大
会

期
日
▼
５
月
22
日
（
日
）

場
所
▼
渥
美
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

▼
田
原
市
文
化
協
会
☎
22
局
６
０
６
３

◉
５
月
１
日
日　

農
業
祭

時
間
▼
午
前
10
時
～

場
所
▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

内
容
▼
地
元
産
の
新
鮮
な
農
畜
産
物
の
直

売
、
模
擬
店
、
餅
投
げ
な
ど
／
当
日
は

献
血
も
あ
り

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

☎
25
局
１
２
３
４　

25
局
１
２
３
５

月
の
イ
ベ
ン
ト

4

月
の
イ
ベ
ン
ト

5

伊勢湾海上交通センター施設を
一般公開します

　５月 12 日の「海上保安の日」にあわせ、海上
保安庁の役割と活動をより理解していただくた
めに、施設を一般公開します。
▶日時＝５月 15 日（日）午前 10 時～午後３時（受
付は午後 2 時 30 分まで）　▶場所＝伊勢湾海上交
通センター（伊良湖町）　▶内容＝海上保安業務
説明、屋上開放、制服の試着、ペーパークラフト
作成、管制室レーダー見学、レーダー塔の体験登
頂（小学生以上）など　▶見学料＝無料　▶申し
込み＝不要。当日、直接会場へお越しください。
※天候などにより中止する場合があります。
▶海上保安庁　伊勢湾海上交通センター
☎３４局２７００ 　３４局２７０４

●レーダー塔からの眺めは絶景

５／15
日
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◉
５
月
５
日
㊍
・

子
ど
も
の
日
企
画

「
鎧よ

ろ
い
を
着
て
み
よ
う
」

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所
▼
田
原
市
博
物
館

内
容
▼
現
代
の
鎧
師
が
作
成
し
た
鎧
を
着

て
、
武
士
の
雰
囲
気
を
体
験
し
よ
う

定
員
▼
子
ど
も
用
・
大
人
用（
小
学
５
年
生

以
上
を
目
安
）、各
15
名
（
先
着
順
）

参
加
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
電
話
に
て

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

◉
５
月
８
日
日　

農
業
体
験
「
田
植
え
」

時
間
▼
午
前
10
時
～

場
所
▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

定
員
▼
20
家
族
（
先
着
順
）

参
加
料
▼
１
家
族
２
０
０
０
円（
秋
の「
稲
刈

り
」参
加
料
込
み
／
も
ち
米
２
㎏
付
き
）

申
し
込
み
▼
直
接
ま
た
は
電
話
に
て

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク

た
は
ら

☎
25
局
１
２
３
４

　

25
局
１
２
３
５

母子家庭の就業相談
お気軽にご相談ください

4月14日木・5月12日木
時 間 ◦午後１時 30 分～３時 30 分

場 所 ◦田原福祉センター

▼子育て支援課　
☎23局3513 　23局3545

申込方法が変わります
今年からインターネット申し込みになります。（先着順）

◉申込開始：４月18日（月）午前10時～

◉申込先：　 http://www.mspo.jp/irago
※詳しくはお問い合わせください。

▼トライアスロン伊良湖大会実行委員会事務局
☎（０５２）２３９局１２３３
　 （土・日曜、祝日除く/午前10時～午後４時）

2011トライアスロン伊良湖大会
9/4日
開催申込方法が変わります申込方法が変わります

2011トライアスロン伊良湖大会2011トライアスロン伊良湖大会
参加者募集！！

EVENT
チケット販売・お問い合わせ

田 原 文 化 会 館 ☎22局6061 　22局6455
赤羽根文化会館 ☎45局3939 　45局3901
渥美文化会館（土・日・祝） ☎33局1000 　34局1010
渥美支所地域課（平日） ☎33局1111 　32局2506

田原・赤羽根・渥美

文化会館・文化ホール

はいだしょうこ
ファミリーコンサート
　NHK教育「おかあさんといっしょ」第
19代うたのおねえさんで活躍し、「笑っ
ていいとも！」火曜日レギュラーなども
つとめた”はいだしょうこ”さんのファミ
リーコンサートです。ゲストに、NHK教
育「おかあさんといっしょ」へ「ぼよよん
行進曲」「まんまるスマイル」などの楽
曲を提供している、中西圭三さんをお
迎えします。

日 時　7月2日（土）午後1時、午後3時30分開演
　　　　　　２回公演、いずれも30分前開場
場 所　渥美文化会館 文化ホール
入 場 料　1,500円　当日500円増
　　　　　　※3歳以上有料、3歳未満児の着席も有料
チ ケ ッ ト　5月8日（日）午前9時から渥美文化会館で前売

り開始（整理券配布なし）

7/2 土 

★チケットの予約など
指定席のチケットは、前売り開始日は開催会場のみの販売で、完売し
なければ翌営業日から各窓口で販売します。（前売開始日の正午から
電話予約可）前売券が完売した場合、当日券の販売はありません。

★託児サービス（各公演先着10名・おやつをご持参ください）
各イベントの10日前までに、生涯学習課までお申し込みください。

▶生涯学習課 ☎23局3531

全席指定
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子
宮
頸
が
ん
か
ら

　
　
　
　

あ
な
た
の
体
を
守
り
た
い

　

子
宮
は
、
女
性
に
し
か
な
い
特
別
な
臓
器

で
、赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
る
大
切
な
場
所
で
す
。

そ
の
入
口（
頸
部
）に
で
き
る『
が
ん
』を『
子

宮
頸
が
ん
』
と
い
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
年

間
に
約
１
万
５
０
０
０
人
の
方
が
発
症
し
、

約
３
５
０
０
人
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
最
近
で
は
、
20
～

30
代
で
発
症
す
る
方
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

❖
子
宮
頸
が
ん
は
ウ
イ
ル
ス
が
原
因

　

子
宮
頸
が
ん
は
、『
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ

イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）』
の
感
染
が
原
因
と
な
っ

て
発
症
し
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
、
主
に
性
交
渉

に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
が
、
特
別
な
も
の
で

は
な
く
、
女
性
な
ら
誰
で
も
感
染
す
る
あ
り

ふ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

　

感
染
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
が
自
然
に
排
除

さ
れ
ま
す
が
、
長
期
間
感
染
が
続
く
場
合
、

ご
く
一
部
の
女
性
が
、
数
年
～
十
数
年
か
け

て
子
宮
頸
が
ん
を
発
症
し
ま
す
。

❖
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き
ま
す

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
、
子
宮
頸
が
ん

の
原
因
の
約
60
％
を
占
め
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
型
・

18
型
の
、
２
つ
の
タ
イ
プ
の
ウ
イ
ル
ス
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
予
防
接
種

で
は
、
す
で
に
感
染
し
た
ウ
イ
ル
ス
を
排
除

し
た
り
、
が
ん
を
治
し
た
り
す
る
効
果
は
な

い
た
め
、
感
染
す
る
前
の
10
代
の
接
種
が
効

果
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

❖
定
期
的
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

予
防
接
種
だ
け
で
は
、
子
宮
頸
が
ん
か
ら

確
実
に
体
を
守
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
20

歳
に
な
っ
た
ら
検
診
を
受
け
、
早
期
に
発
見

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く 8：30 ～ 17：00）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

母子健康手帳交付 毎週月曜日（祝日を除く）
13：30 ～ 15：00

田原市役所
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

パパママスクール
（育児体験コース） ５月１４日（土）  8：50 ～   9：00 田原福祉センター 妊娠中の方とその夫　※予約制

パパの妊婦体験、赤ちゃん人形のもく浴など

離乳食教室（前期） ５月１１日（水）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター ５～６か月児とその保護者
離乳食講習と保育の話、歯の話など ※予約制

離乳食教室（後期） ５月１７日（火）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター
８～１１か月児（第１子）とその保護者
離乳食講習と調理実習、試食など
※予約制（定員１６組）

育児相談
５月　９日（火）  9：00 ～ 10：30 あつみライフランド

身体計測、育児・母乳・栄養相談（乳幼児対象）
５月１３日（金）  9：30 ～ 10：30 田原福祉センター

●インフォメーション

● 休日当直医
月　日 当直医 電話番号

4月10日（日）
朽名医院 ☎33局0162
藤井歯科医院 ☎45局2123

4月17日（日）
菜の花内科クリニック ☎22局7777
山内歯科医院 ☎23局1525

4月24日（日）
渡会医院 ☎45局2516
杉の森皮ふ科クリニック ☎29局1112
金田歯科医院 ☎24局1800

4月29日（金・祝）
河合医院 ☎22局6133
田原歯科クリニック ☎23局1626

月　日 当直医 電話番号

5月1日（金・祝）
藤岡医院 ☎32局1515
まち眼科 ☎22局2710
なかた歯科 ☎23局1162

5月3日（火・祝）
第２国見医院 ☎23局2302
ヒラノ・デンタル・オフィス ☎22局6477

5月4日（水・祝）
山本医院 ☎45局2203
伊藤歯科医院 ☎22局1104

5月5日（木・祝）
ふれあいばし診療所 ☎29局2500
仲谷歯科医院 ☎23局2327

5月8日（日）
國見医院 ☎22局0756
木村歯科医院 ☎22局0404

※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所●☎22局1111（代表）

健康課
市役所内
　23局3515
あつみライフランド
　33局0386

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00
夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22局2131

ワクチンの供給状況について

田原市では、今年２月１４日から、中学
１年生～高校１年生の女子を対象に、
公費での接種を開始しました。しかし、
需要の急増によるワクチン不足のた
め、３月３日から子宮頸がんワクチン
の供給が全国的に一時停止され、新規
予約ができない状況です。今後の見通
しについては、供給が再開されしだい
個人への通知にてお知らせします。
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4月 ４日（月）・８日（金）・11日（月）・18日（月）・25日（月）

５月 ２日（月）・９日（月）・13日（金）・16日（月）・23日（月）・
30日（月）

Ｔ

ＡＨＡＲＡ
よ う こ そ

ホットニュース 4月展示コ
ーナー

おはなし会

※特別整理期間のため、中央図書館は5月２４日（火）～２７日（金）、
　赤羽根図書館は5月３１日（火）に休館します。

　

図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
本
が
、年
々

傷
ん
で
き
て
い
ま
す
。
ペ
ー
ジ
が
は
ず
れ

て
し
ま
っ
た
り
、
破
れ
て
し
ま
っ
た
り
。

図
書
館
で
修
理
で
き
る
も
の
は
、
で
き
る

限
り
ボ
ン
ド
や
補
修
用
の
テ
ー
プ
で
直
し

て
い
ま
す
。

　

新
年
度
早
々
恐
縮
で
す
が
、
皆
さ
ん
に

お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
図
書
館
の
本
は
私

物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
書
き
込
み
を

し
た
り
、
切
り
抜
い
た
り
、
飲
食
物
を
こ

ぼ
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

特
に
小
さ
な
お
子
さ
ん
や
ペ
ッ
ト
が
い
る

ご
家
庭
で
は
、
落
書
き
を
さ
れ
た
り
、
か

じ
ら
れ
た
り
す
る
な
ど
、
驚
く
よ
う
な
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
水
濡
れ
は
本
の

大
敵
で
す
。
雨
降
り
の
日
は
、
か
ば
ん
が

濡
れ
る
と
中
の
本
も
濡
れ
て
し
ま
う
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

本
だ
け
で
な
く
、
視
聴
覚
資
料
（
Ｃ
Ｄ
・

ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）・
絵
画
な
ど
の
扱
い
も

同
様
に
お
願
い
し
ま
す
。
破
損
が
ひ
ど
い

場
合
に
は
、
弁
償
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
貴
重

な
税
金
で
購
入
し

た
資
料
で
す
の
で
、

大
切
に
扱
う
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

◎一般 「歩こう　走ろう　渥美半島」
４月９日土～５月12日木
暖かい季節になりました。外に出て、田原の春を満喫
しましょう。

◎こどもしつ
 「ふしぎをたんきゅう　－かがくの本－」
４月９日土～５月22日日

“世界化学年”である２０１１年は、かがくの本に注目！

おはなしの部屋（くぬぎの会） ★
日時／４月２日土15:00～　※５月はお休みです
ぴよぴよおはなし会 ☆
日時／４月13日水10:30～／11:00～
こりすの部屋（くぬぎの会） ☆
※４月はお休みです

場所／中央図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・手遊びなど
対象／★幼児～小学生　☆乳幼児（親子）　

おはなしの会（赤羽根えほんの会・図書館） 
日時／４月17日日・５月７日土10:30～　

場所／赤羽根図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・紙芝居など
対象／乳幼児～小学生

おはなし会（てのひらの会・高校生ボランティア・図書館） 
日時／４月９日土・５月７日土14:00～
　　　４月23日土10:30～

場所／渥美図書館おはなしコーナー
内容／読み聞かせ　対象／乳幼児～小学生

図
書
館
の
資
料
は

大
切
に

４月23日の「子ども読
書の日」にあわせて“こ
どもブックフェスタ”を
開催します。中央図書
館と渥美図書館でさま
ざまなイベントを開催
しますので、ぜひお越
しください。

中央図書館

▼期間＝４月16日土～５月５日木・

▼対象＝幼児～小学生

▼内容＝連続おはなし会や大画面で見る上映会、
紙のおもちゃが作れるセルフ工作、かがくの本を
集めた特集展示、かがくの本クイズなど
●問い合わせ＝中央図書館　☎23局４９４６

渥美図書館

▼期間＝４月16日土～５月５日木・

▼対象＝幼児～小学生

▼内容＝おはなし会ラリーや図書館クイズ、おす
すめコーナーなど
●問い合わせ＝渥美図書館　☎33局１１１４

※詳しくは、各図書館で配布するチラシ、または
図書館ホームページをご覧ください。

　 http://www.city.tahara.aichi.jp/section/library/

こどもブックフェスタ開催！

▲昨年の様子
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腕立て伏せをするときのポー
ズを作る。
息を吐きながら背中を左右
に広げるようなイメージで肩
甲骨を広げる。そのままの姿
勢で一呼吸する。
息を吸いながら　の姿勢に
戻す。
息を吐きながら背中を狭める
イメージで肩甲骨を寄せる。
そのままの姿勢で一呼吸し、
息を吸いながら　の姿勢に
戻す。
※５回程度行いましょう

生涯学習課　２３局3531

肩甲骨が正しい位置に保たれていないと猫背に
なるなど姿勢が崩れます。また、肩甲骨をしっかり
動かすことができると、連動している腕なども効果
的に動かすことができるようになります。肩甲骨周
りの筋肉を鍛えて、美しい姿勢と動きにしましょう。

姿勢を正してボディライン
を美しく！その３

１

２

３

４

１

１

１

２

３

４

３４３４

詳しくは…◦子育て支援課（市役所内）　☎23局3513
児童館だよりをご覧ください。
※小学校・保育園・幼稚園・市民館・福祉センター・子育て支援課にあります。
　ホームページからもダウンロードできます。
　　  http://www.city.tahara.aichi.jp/life/baby/facility.html

◉４月
が つ

のチャレンジ「数
す う ど く

独」
1から9までの数字で遊びながら頭の体操
をしよう！
開催期間◦４月26日火～30日土

田原児童センター☎23局4761／西部児童館☎25局0211

4月4日月、11日月、18日月、
25日月

5月2日月、9日月、16日月、
23日月、30日月29日日は西部児童館のみ休館

４・５ 月のお休み

◉みんなで遊
あ そ

ぼう
ボールを使って遊ぼう！
日時◦４月９日土・24日日

◉子
こ

育
そ だ

て講
こ う

座
ざ

（児童センターのみ開催）
日時◦４月20日水 午前10時～
テーマ◦ハグ～h

ハ グ

ug
　　　　こんな触れ合いが人間性を育てる
　　　　（子どもらしく・その子らしく）

▲ドミノ倒しは楽しいよ！

▲囲碁を教えてもらったよ！

◉工
こ う

作
さ く

ランド「ホイッスル」
牛乳パックを使ったホイッスル
を作ってみよう！
開催期間◦
　４月19日火～23日土
　受け付け：午後１時30分～
対象◦小学生～18歳
参加費◦10円

館内の様子

　　東北関東大震災で被災された
方へ、個人からの支援物資を受け
付ける窓口はありますか？

Ｑ

　　　　　　　田原市では、愛知県が行った受
付品目と同様の、保存米飯、乾パン、即席めん、
プルトップ式缶詰、粉ミルク、紙おむつ、生理用
品の7品目を、3月22日（火）～28日（月）に受
け付け、愛知県へ搬送しました。
今後も、支援物資などの受付が
ありましたら、市ホームページ
などで随時お知らせしていきま
すので、よろしくお願いします。

▼福祉課　23局3512

「市民の声」紹介

お気軽に、ご意見などをお寄せください。

▼あて先＝〒４４１ー３４９２
（住所不要）田原市役所広報たはら
　　 koho@city.tahara.aichi.jp
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４

金

の今月　納税・使用料

水道料・下水道使用料金
（２・３月分）

口座引落日

納期限

国民健康保険税
（第１期分）

介護保険料
（第１期分）

月５ 月 ２日

月４月2５日

　

１
か
ら
４
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
～
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
で
は
、
こ

の
地
方
に
も
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
、

市
は
自
主
防
災
会
や
○
○
○
○
○
団
と

連
携
し
て
警
戒
に
あ
た
り
ま
し
た
。

２　

田
原
市
で
は
○
○
○
○
サ
ポ
ー
タ
ー

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

３　

平
成
23
年
度
主
要
事
業
「
市
民
の
安

心
・
地
域
の
活
性
化
」
○
○
○
に
つ
い

て
４
～
５
頁
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

４　

２
０
１
１
○
○
○
○
○
○
○
伊
良
湖

大
会
の
申
込
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。
今

年
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
の
み

に
な
り
ま
す
。
申
込
開
始
は
、
４
月
18

日
（
月
）
の
午
前
10
時
か
ら
で
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な

ど
を
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
の
方
に

「
図
書
カ
ー
ド
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
４
月
19
日
（
火
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
３
月
号
の
答
え
】
は
る
か
ぜ

（
応
募
総
数
67
通
中
、
正
解
66
通
、
当
選

者
の
方
の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、
寄

せ
ら
れ
た
ご
意
見
な
ど
は
、
関
係
各
課
へ

も
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。）

4

3

4

1

2

人身１５件（３９件）
負傷１９人（５３人）
死亡0人（０人）
物損９４件（２３３件）

火災１件（９件）
救急１６５件（３５６件）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

窃盗犯罪発生件数 火災・救急件数交通事故発生件数

侵入盗２件（６件）
乗物盗３件（６件）
非侵入盗２件　（４件）

※（　）内の数字は平成2３年の累計

田原警察署だより

２月

田原警察署　 23局０１１０

◉地域ぐるみで有害な環境をなくしましょう！

　性や暴力を扱った図書やＤＶＤ、ゲームソフトなどが街に
氾濫し、インターネットには有害な情報もあふれています。
少年を取り巻く環境を健全なものにするために、関係機関
や地域ぐるみで監視し、有害な環境をなくしましょう。

●新学期こそ子どもたちと触れ合いましょう
　卒業や入学、進級など、生活環境が大きく変わるこの時
期は、不良行為や非行を犯して補導される子どもたちが例
年多発しています。子どもたちを非行や犯罪被害から守る
ため、親子の対話を増やしましょう。

●出会い系サイトを利用させないようにしましょう
　出会い系サイトを利用して援助交際に誘うのは犯罪で
す。子どもが興味本位で出会い系サイトを利用し、凶悪な
犯罪に巻き込まれる事件が発生しています。保護者の皆
さんは、携帯電話のフィルタリング機能を活用するなどし
て、子どもが利用できないようにしましょう。

（　　 ）

0

25

50

75

100

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

宇連ダム・大島ダム
調整池の貯水率

節水注意線
※節水注意線とは、この値を下回ると
節水率が開始されるライン（節水率検討）

3/20現在
68.0％

12/1 12/1012/20 1/1 1/10 1/20 2/1 2/10 2/20 3/1 3/10 3/20

田原市は三方を海に囲まれています。これからも海を大切にしていきましょう。
●三河湾の水質調査結果

三河港大橋
片浜沖
馬草沖
立馬崎灯台沖

H21.8月 11月 H22.2月 5月 8月 11月 H23.2月

●宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率
水道料金のお支払いは、便利な口座振替で

環境基準◎馬草沖・立馬崎灯台沖 2㎎/ℓ以下

環境基準◎三河港大橋・片浜沖 8㎎/ℓ以下
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N
o.687 平

成
23

年
４

月
１

日
号

●
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

政
策

推
進

部
広

報
秘

書
課

●
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

●
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

66,２６９人　総人口

33,43１人　男性

32,８３８人　女性

21,656世帯世帯数

４５人出生 ５０人死亡

１３９人転入 １４１人転出

－７人増減 ※増減は２月中です

（平成19年10月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１８８.８１km2

（平成２3年３月１日現在）

はさみを使って形を切るのが

難しかったよ。

リスの白毛と黒毛のバラ
ンスに気を付け、しっぽ
の毛の向きも工夫して彫
ることができましたね。

評 評
高松小学校５年

堀うららさん

小さな葉っぱに、のりを付ける

のが難しかったよ。

ちい　　　　は　　　　　　　　　　　　　　 つ

　　　　むずか　　　　　　

　　　　　 

　　ゆう　　し　　　　　　

高松小学校５年

大羽玲美さん
　 　れ　　み 　　

加治保育園

鎌倉はるちゃん（５歳）

押田   絵美 先生

河合    麻由 先生
加治保育園

木村優司くん（５歳）

ライオンの毛並みの方向
に気を付けて彫り、納得の
できる作品に仕上げること
ができましたね。

評 自分の手に合わせて、鉛筆でなぞってか
ら切るなど工夫をしながら、自分の顔を作
ることができましたね。

　じ　ぶん　　　て　　　　あ　　　　　　　　　えん ぴつ

　　 き　　　　　　　 く　ふう　　　　　　　　　　　　じ　ぶん　　　かお　　 つく　　　　

 　　　　

評 何度も鏡を見て、自分そっくりの顔を作りま
したね。積極的に取り組む姿に、みんなが驚
いていました。

 なん  ど　　 かがみ  　  み　　　　 じ  ぶん　　　　　　　　　　かお　　つく

　　　　　　　　せっきょくてき　　　と　　　く　　　すがた　　　　　　　　　　　おどろ

 　　　　　　

　　

版画
版画

　 　　　　　　　　つか　　　　　かたち　　 き

　むずか

※３月現在の学年です

▼
朝
、暖
か
い
布

団
の
中
で
目
覚
め

る
。起
き
上
が
り
、

顔
を
洗
う
。鏡
に

映
る
平
凡
な
顔
。

家
族
に「
お
は
よ
う
」と
言
う
。朝
食
を

口
に
す
る
。テ
レ
ビ
を
見
る
。そ
こ
に

は
、繰
り
返
さ
れ
る
非
現
実
的
な
映
像

と
、日
ご
と
積
み
上
げ
ら
れ
る
無
機

質
な「
数
字
」。感
情
を
抑
え
た
解
説
者

の
声
。増
幅
さ
れ
る
不
安
感
。マ
ヒ
す

る
感
覚
。無
理
に
冗
談
を
言
っ
て
み

る
。そ
し
て
―
涙
す
る
。守
り
た
い
人
、

守
り
た
い
も
の
、守
り
た
い
大
地
。守

る
べ
き
、当
た
り
前
の
日
常
。他
人
任

せ
で
は
、た
ぶ
ん
守
れ
な
い
。（
Ｍ
Ｓ
）

▼
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
。そ
う
い

わ
れ
一
通
り
の
非
常
食
や
懐
中
電

灯
、救
急
用
品
を
そ
ろ
え
て
安
心
し

て
い
た
自
分
。そ
し
て
、そ
の
安
心

は
、被
害
が
あ
っ
て
も
こ
の
程
度
だ

ろ
う
と
い
う
希
望
的
観
測
の
上
に

あ
っ
た
こ
と
を
痛
感
し
た
日
。先
入

観
を
捨
て
、で
き
る
こ
と
は
今
す
ぐ

に
。（
Ｍ
Ｔ
）

【
表
紙
の
写
真
】ノ
ー
ス
ポ
ー
ル（
花
言
葉
は『
誠
実
』）
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